
 

       小児においてがんは病死原因の第１位であるにもかかわらず、がん対策推進基本計画に小児がん対策はほとんど盛り込 

    まれておらず小児がんに対する対応が遅れている状況になっている。このことから、現在がん対策推進協議会においても、 

    次期基本計画（平成２４年度～）に小児がん対策を含めるべく計画の見直しを行っているところであり、新たに小児がん患者 

    及び家族が、安心して治療等が受けられるよう療養環境の整備を図るものである。 

 
 

 

○成人のがんと比較した場合の特異点 

    小児がんは小児から思春期、若年成人にまで発症するため多種多様ながん腫と幅広い年齢層を念頭に置いた対策が必要。 
また、治癒しても強力な治療による合併症に加え、成長発達期の治療による合併症（発育・発達障害、内分泌障害、臓器障害 
等）への対応が必要であり、成人がんとは異なる取り組みが必要。 

○主な課題 

• 現状２０００～２５００人の患者が約２００の施設で治療されており、専門施設に集約することが必要。 

• 小児の抗がん剤については企業治験は皆無に近く、小児がんに適応のある薬剤は極めて限定されている。 

• 治療に関する正確な情報提供・相談支援体制等の整備。 

• 治療中の療養環境や教育体制の整備、治療後、長期にわたり支援する診療・相談体制の確立。 

• 小児がん患者及び家族に対する緩和ケアについて取り組みが必要。 

 

 

 
•  患者を集約し、最新かつ最適治療を提供し、地域の医療機関との連携に基づいた治療後のフォローアップを行うとともに、 

医療イノベーションと連動した小児がん拠点病院の整備。 

•  国民に理解しやすくかつ信頼性の高い小児がん・思春期がんの情報、とくに診療ガイドラインや専門医・専門施設の診療  
実績や相談支援先などの情報を一元的に発信するシステムの構築。 

•  地域の医療機関と国・地方公共団体との連携のもと、患者・家族を含めた関係者が一体となって、小児がん患者・家族が  
診断時から切れ目のない安心・納得した緩和ケア等支援が受けられる体制整備。 

 

要望枠として要求する理由 

必要となる小児がん対策 

背景と課題 

  小児がん対策について 要望額 ５．４億円 



  患者        患者／家族団体 

 

小児がん診療体制の今後の在り方等について 
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データ集約と情報発信 
• 拠点病院情報（診療体制・実績） 
• 各種診療ガイドライン 
• 臨床試験・新薬情報 
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＊：初期診療においては必ず小児がん拠点病院にて診断あるいはコンサルテーションを行い、地域医療機関との連携のもとに正しい治療を提供する。フォローアップにおいては、拠点
病院と地域医療機関が連携し、ガイドラインのもとに地域で可能な診療を提供する。診療情報やフォローアップデータは全て拠点病院に報告し、小児がんセンターに集積する。 

 

連携 

診療・研究支援 
• 中央診断体制（病理・画像） 
• 登録・疫学（コホート）研究 
• 新規治療・新薬開発支援 

 拠点病院の評価・指導 
 長期フォローアップ支援 
 患者・家族の生活支援・電話相談 
 施策の立案と提言 

小児がん拠点病院（仮称） 
① 専門医療の提供体制（小児がんと思春期がんを扱う各診療科、 
  十分な症例数、治療施設、臨床試験、再発・難治がん対応等） 
② 長期フォローアップ体制（長期フォローアップ外来） 
③ 看護・療養体制（療養生活を送る子どもに遊びなどを通じて心理

社会的支援を行う職種、社会福祉士等の配置、終末期医療を含む
小児専門緩和ケアチーム等） 

④ 療育体制（チャイルドプレイルーム、宿泊所、院内学級等） 
⑤ 相談支援体制（相談窓口、患者会支援等） 
⑥ 研修体制（小児がん研修会、研修カリキュラム等） 
⑦  地域・成人医療機関との具体的な連携体制 

教育 
ガイドライン 
研究支援 
医療従事者に   
 対する研修 
 （緩和ケア） 
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